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【問題と目的】
情報化・スピード化、三間の消失、核家族化

など、社会状況の急激な変化により、子どもた
ちのかかわりの力を育むことが以前に比べれば
困難になってきている。それゆえに、対人関係
のコツ・技術であるソーシャルスキルも十分に
は育ちにくい。スキルが乏しく、性格的に強い
子どもであれば強いかかわり方ゆえにいじめに
つながることもあり、逆に性格的に大人しい子
どもであれば自らが学校・学級から離れ、不登
校につながることもある。石川ら（2007）は小
学校 4 年から中学校１年の児童生徒に同一の質
問紙を用いた調査を行った結果、ソーシャルス
キル及び学校適応感は学年が上がるほど低くな
るということを明らかにした。今、学校現場で
は、学級づくり、仲間づくりに活かす技法の一
つとしてソーシャルスキル・トレーニング（以
下、SST）を活用した実践が増えてきている。
一方で、「実践の時間がなかなかとれない」と
いう声も聞こえてくる。そこで、本研究では、
朝の会・帰りの会の短時間を活用した SST のシ
ョートプログラムを年間を通して実施した小学
校の実践をもとに、児童の学級適応に及ぼす効
果検討を行った。

【方法】
対象：公立小学校 3年生Ａ学級 20名（男子 9名、
女子 11名）。
手続き：毎週火曜日の朝の会で今週の SST プロ
グラムについて説明。週 4 日（火～金）、帰り
の会 15 分で SST を実施。主な演習は「二者択
一」、「アドジャン」など短時間でできるものを
資料集（國分．1999）より選定した。
調査時期；2010 年 5 月及び 2011 年 2 月。Q-U
（河村．1999）を同一児童に 2 回実施。所要時
間は各 15分
測定具；Q-U の「学級満足度尺度」を用いた。
学級満足度尺度は被侵害得点と承認得点の2軸
により、児童の学級生活に対する満足度を測定
する自己評定式の尺度である。

【結果】
１．Q-U 結果；5 月から 2 月にかけての児童の
学級満足度の変化をt検定により検討した。そ
の結果、承認得点は17.50から20.65へ（両側検
定：t(19）＝3.54，p<.01）、被侵害得点は12.05
から8.90へ（両側検定：t(19）＝3.47，p<.01）
とプラスに変容し、共に、統計的には1%有意で
あることが示された。また、Fig.1にはＡ学級児
童の得点と全国平均得点を示した。結果からは、
2月時点において、Ａ学級児童は全国平均に比

べ、承認感、安心感を高く感じていることが明
らかになった。

Fig.1 Ａ学級児童及び全国平均得点（承認、被侵害）

２．担任による行動観察；「自由に動き回る場
面になると、ほとんどの子は、自分からかかわ
っていくことができるようになってきた」、「帰
りの会のグループでは、誰となっても楽しく活
動できる姿が見られるようになってきた。休み
時間には、男女で混じってバスケットをしてい
る姿も見られるようになった」等。

【考察】
以上のデータ及び行動観察結果から、朝の

会・帰りの会の短時間を活用した SST 実践は児
童の学級適応を促進する効果のあることが示さ
れたのではないかと考えられる。小林（2001）
は、「学校・学級における SST のポイント」と
して、①人づきあいの楽しみ方を学ばせるつも
りで指導する、②教え込むような雰囲気ではな
く楽しい雰囲気の中で行う、③学ぶ子どもたち
にとって楽しくて仕方ないような工夫がなされ
ている、④友だちと一緒に活動する喜びを味わ
える、という 4 点を挙げている。A 学級の実践
はその 4 点を含むとともに、さらに実践から、
「短時間でできる」、「継続して実施する」とい
う 2 点を追加提言できるのではないかと考えら
れる。今後は6点のポイントの検証、新たなポ
イントの提言を目指し、学校現場におけるSST
実践を積み上げていくことを課題としたい。
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